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[サプライチェーン・マネジメント]  [業務改革（プロセスイノベーション）]

需要変化への対応力を高めるPSIマネジメント
需要変化の兆候を捉えて販売・調達・生産活動を俊敏に調整するマネジメント革新

現状、こんなことが起きていませんか？

グローバルで経営の意思決定を迅速に行うためには、事業軸、顧客／市場軸、製品軸による収益管理や販売・生産・調達・在庫の情報がグロー
バルで横串に見えることが必要であり、そのための情報基盤や情報の精度を確保する取組みが求められています。

従来のマネジメントは、緩やかなガバナンスの中で、各拠点の裁量で取り組まれてきましたが、今後は、情報を活用し、連結経営、全体最適の
視点による統制可能なマネジメント体制の確立が求められています。

グローバル戦略上、新興国の市場性が高まり、海外売上比率の増加やローコスト戦略による生産拠点の外部化・再配置が進み、多拠点化と複雑
化が進んでいます。
このような環境の中、市場毎の需要変化に対応した販売・調達・生産調整を可能とするグローバルオペレーション環境の見直しが急務となって

います。

製造業において、今求められていること ～「変化への対応力」の弱さを克服、成長戦略に向けた需給マネジメント基盤の構築～

市場毎の需要変動に即応した需給調整機能の確立

グローバルでのＰＳＩ情報による意思決定基盤の構築

全体最適視点でのマネジメント体制の確立

サービスの概要

1.拠点再配置（立地とリソースの再配置）

2.業務方式改革

3. ＰＳＩプロセス改革
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・企業戦略を実現するＳＣＭ戦略策定SCM戦略策定

課題レベルに応じた最適化を支援するサービスメニュー
1. 事業戦略基づいた最適な再配置モデル・グローバルオペレーションの設計
2. 事業特性評価・分析に基づく、あるべき業務方式設計
3.キャッシュフロー最大化を実現するＰＳＩマネジメントの実現

 生産部門と販売部門の連携が弱く、過剰在庫や品薄･欠品対応で混乱している

 計画と実績のギャップがタイムリーに把握できず、俊敏な需給調整ができていない

 海外販売代理店、販社の在庫状況や販売状況が把握できず、市場動向が見えない

 生産拠点同士の連携が弱く、調達一元化や工場間で生産配分調整を行なうことが難しい

 海外工場の生産計画や進捗、原価情報の把握に苦労している

 本社からの海外拠点管理の仕組みが十分に整備されていない

 事業が拡大するにつれて、現地のビジネスインフラ（言語、通貨、税制、商慣習等）にあわせて
カスタマイズされ、拠点が独自のオペレーションになっている

 用語（品番、得意先コード等）、業務サイクル（計画サイクル等）、情報システム（計画、受発注、
実績管理等）などのオペレｰション管理の仕組みが拠点ごとにバラバラ 運用されている

PSI：P（Procurement/Production)、Sales、Inventory サプライチェーンを「最適に回す」上でのマネジメント領域

売上（増加）売上（減少）

在庫（増加）

在庫（減少）

機会損失
の危険性

過剰在庫
の危険性

各拠点の過去・現在・将来の売上・在庫の
傾向を捉えた需給調整の最適化が必要

情報 情報情報

・PSIプロセスの構築
・マネジメント組織の設計
・モニタリング指標の定義
・ＰＳＩ見える化／情報基盤の設計
・マネジメント向上に向けた定着化支援

ＰＳＩ
プロセス

改革

・需要特性、PSIの対応力、業務方式の
観点に基づく業務分析、評価

・PSIの力点に対応した業務方式の見直し

業務方式
改革

PSI
マネジメント

改革
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[サプライチェーン・マネジメント]  [業務改革（プロセスイノベーション）]

ＰＳＩマネジメント改革の考え方

需要特性、PSIの対応力、業務方式の整合性をとり、PSIの重要な管理
要素（力点）を明確にします。
PSIの重要管理要素（力点）を踏まえて、最適な需給調整の仕組み、

業務方式の改革を実施します。

 PSIマネジメントとは
PSIとはサプライチェーンを「最適に回す」マネジメント要素です。その要素（調達・生産・販売・在庫）を的確に見える化し、
キャッシュフローの最大化と顧客満足度向上を目指して「需給の最適な状態」を回し続けることです。

事例

ＰＳＩの観点での分類による、弱み・制約と強みとなる条件

PSIマネジメント検討の主領域と改革の要素
PSIマネジメントにおける改革領域 PSIマネジメント改革の要素（着眼点）

ＰＳＩマネジメント改革の進め方
ＰＳＩマネジメント改革は、「ＰＳＩ改革方針策定」と「ＰＳ新業務／システム概要設計」のステージを４～５ヶ月で実施いたします。

＜需要特性＞
• 特定製品では業界トップ
• 季節変動はあるが安定需要
• 製品ライフサイクルは数年

＜ＰＳＩの対応力＞
• 国内外に持つ販社の販売力

（需要を安定的につくり出せる）
• プリントの調達性が悪い

（長手番・強いサプライヤ）

＜業務方式＞
• 現状：需要予測型

（見込生産）

ＰＳＩの考え方を変更（需要予測型から補充型への移行）

キー部品調達（Ｐ）に力点

サプライヤ 国内工場 需給管理
（ＰＳＩ管理）
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2.5～3ヵ月

生産能力
100台／月
（±20%） 納入ＬＴ：１～２日

調達 生産 販売

特
性
要
因

制約・
弱み

となる
条件

強み
となる
条件

・重点エリア・顧客セグメント・市場規模、成長性・主要製品［ＡＢＣ（製品別）］
・製品ライフサイクル（L/C）
・副産物の存在・汎用／特殊品・標準／カスタム・品種バリエーション×量
・法規制・サプライチェーンの長さ

・調達ＬＴ
・調達部品のライフサイクル
・力関係

（サプライヤー内での取扱量）
・取引先のＱＣＤ
・取引先の冗長性（切替可能性）
・価格変動／希少性

・調達ＬＴ：長い
・力関係：自社 < サプライヤ
・取引先の冗長性がない
・価格変動：大きい
・希少性：高い

・調達ＬＴ：短い
・力関係：自社 > サプライヤ
・部品のライフサイクル：長い

・生産ＬＴ
・生産のQCD
・生産品種切り替えの容易性
・工程外注の有無
・設備保守

・生産ＬＴ > 顧客要求LT
・生産のQCD：悪い
・生産品種切り換えの容易性：低い
・需要安定度＋将来予測の容易性

＝ 低い＋低い

・生産ＬＴ ≦ 顧客要求LT
・生産のQCD：良い
・生産品種切り換えの容易性：高い

・市場占有率：高い
・将来予測の容易性：高い
・価格弾力性：高い

・顧客要求LT：調整幅が小さい
・市場占有率：低い
・将来予測の容易性：低い
・価格弾力性：低い

・重要顧客の販売シェア
・顧客要求LT
・市場占有率
・将来予測の容易性
・需要安定度（季節変動）
・価格弾力性

経営／事業管理
・事業計画
・需給に対するＫＰＩ

経営計画
（上位計画）

需給マネジメント

実行（各拠点）

需要
分析

ＰＳＩ
計画

モニタ
リング

ＰＳＩ情報を流通させる基盤

得
意
先

取
引
先

コントロール

整合性

生産拠点販売拠点

販売・生産
拠点

上位計画との整合を図り、需給計画に対する方針・
目標・基準・統制を与える意思決定の拠り所を明確する
① 戦略との関係性
② 需給におけるＫＰＩ
③ 事業計画との整合取り方

需要変動に対する全体視点でのマネジメント形態を
構築する
① マネジメント範囲（統制の括り方）

• 集中／分散（エリア別・機能別・工程別）
② 需給の重要管理ポイント（力点）
③ 需要分析、計画立案方法
④ 需給マネジメントプロセス

• 組織（ミッション・役割・責任・権限）
• プロセス（計画・変更・モニタリング・報告）
• ルール

⑤ＰＳＩ情報（サイクル、タイミング、粒度、収集方法）

ＰＳＩの力点に応じた業務方式を評価・最適化する
① 各拠点の機能の捉え方と需給とのつながり

（商流・物流・情報流の整理、機能の最適化）
② デカップリングポイント
③ ＰＳＩの力点を踏また業務方式の適合性

（販売方式・生産方式・調達方式）
④ 拠点の業務／情報基盤

期
間 － 2～3ヶ月 2ヶ月

ス
テ
ー
ジ

準備 ステージⅠ
PSI改革方針策定

ステージⅡ
PSI新業務／システム概要設計

活
動
内
容

プロジェクト準備
 作業内容確認
 スケジュール／

体制の確立
 検討スコープの

確認
 既存検討資料の

棚卸

ステップ0
 狙い・目標の設定、共有

ステップ1
PSI特性調査
 業界／市場分析
 対象領域の品目／

事業特性抽出
 PSI要素まとめ（鳥瞰）

ステップ2
現状業務調査
 PSI対象領域の特定
 現状SCM業務方式分析
 需給調整プロセス分析

ステップ3
PSI力点分析
 PSIの制約、強み／弱み

を抽出
 PSIの問題点／課題分析
 PSI重点管理要素／目標

の設定(KIP素案)
 解決の方向性洗出し

ステップ4
PSIマネジメント改革
基本方針
 目標と施策の体系化
 改革テーマ定義
 テーマの優先度評価
 取組みテーマ決定

ステップ6
実行計画策定
 期待効果の分析
 投資規模概算算出
 実行計画の策定

ステップ5
PSIマネジメント新業務
概要策定
 新PSI業務概要

• 組織
• プロセス
• ルール、基準
• 情報

 PSI情報化要件
• 情報収集/活用基盤
• 計画策定/

モニタリング基盤

拠点間のＰＳＩ情報の
見える化

拠点横断の需給調整

ＰＳＩの力点を決める需給調整の最適化

＜需要特性＞
市場／顧客特性、

製品特性、ポジショニング

＜ＰＳＩの対応力＞
自社でテコにできる強み

ボトルネック

＜業務方式＞
SCMモデル、調達方式、
生産方式、販売方式

特性にあった最適化ポイントを見つける
（ＰＳＩの力点を決める）

⇒業務方式の最適化

制約・想定リスク
の把握

拠点毎の計画／実績
情報の把握

予兆の把握
（○○情報の活用）

実需・需要の把握
（需要予測・販売実績）• ＰＳＩ計画の統括／調整

（何を、どこで、いくつ、
いつまでに作らせる）

• 増減産対応
（アクセル・ブレーキ）

• モニタリング評価

需給調整
(計画・統制・評価）


